
  

 

 NBRでは、医薬品や医療機器開発で必要な大動物を用いた試験をミニブタで実施する

ための基礎検討を実施しています。その中から今回は心電図の背景データを紹介します。 

健康な動物の不整脈の程度と心拍リズムから評価する自律神経評価では、ミニブタとイヌ

では明らかな違いがあります。  

ミニブタの心電図についてミニブタの心電図についてミニブタの心電図について 

本内容は第41回および第42回の日本毒性学会学術年会にて発表しました。 

【使用動物】 ミニブタ（ゲッチンゲン） 

【測定方法】 懸垂保定下での標準四肢誘導 
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【使用動物】 ミニブタ（ゲッチンゲン）、イヌ（ビーグル） 

【測定方法】 無麻酔・無拘束下で24時間連続心電図測定 

  

 

【ミニブタ】 LF：0.01～0.07Hz、HF：0.07～0.4Hz 

【イ  ヌ】 LF：0.04～0.15Hz、HF：0.15～0.4Hz 

  

１．ミニブタの心電図波形（計測値）  ２．健康なミニブタで発現する不整脈  

【使用動物】 ミニブタ（ゲッチンゲン）、雄20頭、雌6頭 

【測定方法】 無麻酔・無拘束下での24時間連続心電図計測 

  

３．ミニブタとイヌの呼吸性不整脈の比較 

【使用動物】 ミニブタ（ゲッチンゲン）、イヌ（ビーグル） 

【測定方法】 無麻酔・無拘束下での24時間連続心電図計測 

４．ミニブタとイヌの自律神経機能比較（パワースペクトル解析）  

心拍変動のパワースペクトル解析で得られる高周波数成分（HF）は副交感神経活動を、低周波数成分（LF）は

副交感神経と交感神経活動を、LF/HF比は交感神経活動を反映すると言われている。ミニブタとイヌはいずれも

副交感神経優位な動物であるが、その程度はミニブタはイヌに比べて明らかに弱い。  

ミニブタはイヌに比べて

呼吸性不整脈は少ない。  

【ミニブタとイヌの心拍リズムの比較】 

 

 

 


